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〈概要 〉

これか らの学習指導で は,単 に知識 や技能等 を身 に付 け るだけで な く,そ れ らを様 々な

場 面で生 か して いけるよ うにす る態度や能力の育成が求 め られ ている。

本研 究は,国 語科の基礎的 ・基杢的 な内容を"新 しい学力観"の 視点か らとらえ 直 し,

それ を 「言語活 動の基礎 ・基本」 と して学習指導 に定位す る ことにより,児 童の学習 に対

す る主体性 とよ り確 かな言語能力の育成を 目指 した もので ある。
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児童の側 に立っ

教育

1共 通研究主題 児 童 が 進 ん で 言 語 活 動 の 基 礎 ・基 本 を 身 に 付 け

活 用 す る 指 導 の 工 夫

共通研究主題設定の理由 ㌧

国語科教育の課

題

学習指導改善の

観点

学校教育 において は,児 童一人 一人が これ か らの社会の変化 に対応 して主

体的,創 造 的に生 きてい くことので きる資質 や能力 の育成が期待 されて い る。

その ためには,児 童が本来持 っているよさや可能性を認め,伸 ばす とともに,

児童が基礎的 ・基本 的な内容 を自己実現 に役立つ もの と して,自 らの力で獲

得 し活用で きるよ うにす る ことが大切で ある。 この ことは,児 童の側 に立 つ

教 育の創造を 目指す ことで あ り,教 師 にお いて は 「自立 して学ぶ児童を育て

る」 とい う指導観,児 童 にお いて は 「学習 は自 ら学び とるもの」 とい う学習

観 を確立 す ることが重要で あることを示 して いる。

国語科 の学 習指導 にお いて は,児 童一人一人が よさや可能性を発揮 しなが

ら進んで教材 とかかわ り,自 ら考えた り判断 した り表現 した りす る活動を通

して,言 葉 による表現力や理解力を身 に付 けることが大切であ る。 また,そ

の過程 にお いて,必 要 な言葉 にかかわ る知識や技能を身 に付 けることが求 め

られて いる。 その ためには,こ うした言語活動 を児童一人一人の 自己実現の

過 程であ る ととらえ,児 童が言葉 を学ぶ ことの楽 しさを味わ いなが ら言葉の

力 を身 に付 けた り生か した りす る学習指導を展開す る必要が ある。

この ような児童の主体的 な学習 を展開す るため には,児 童の側 に立 って,

これ まで陥 りが ちで あ った一方的,共 通的,形 式的な言葉の指導を見直 し,

次 の観 点か ら改善を図 る必要があ ると考え る。

(1)言 葉 に対 す る興味 ・関心,思 いや願 いを生かす

指導 内容 を一方的 に教え込む ことによ り,か え って国語嫌いの児童を生み

出 してい るとの指摘があ る。 これか らは,児 童の言葉 に対す る興味 ・関心を

高 あ,学 習 への動機を与え ることによ って,児 童が 自分 の力で学 習を進あ,

言葉 を学ぶ ことの楽 しさを感得で きるよ うにす ることが 大切であ る。

② 児童の個性 や言語能力 の実態 を踏 まえる

入門期の平仮 名の読 み書 きの段 階か ら,児 童 の言語能力 には大 きな個 人差

が見 られ る。指導 内容 を共通 的に身 に付 けさせ る一斉指導 を見直 し,児 童 一

人一人の よさや可能性,言 語能力の実態 に即 しなが ら,共 感的 な児童理解 に

基づ く個 に応 じた指導が展開で きるよ うにす る ことが大切で ある。

(3)身 に付 けた言葉の力を学習や生活 に生かす

言葉 を形 式的 に操作 させた り習得 させた りす るよ うな指導で は,児 童が学

習 した内容 をその後の学習や生活 に生か してい くもの とはな りに くい。 これ

か らは,既 習 事項を もとに 自分の考えで取 り組 んだ り,身 に付けた力を活用

した り応用 した りす ることによ って,言 葉のすば ら しさや学 習 した ことの よ

さを体得 させ てい くことが 大切 であ る。

以上の課題 を踏 まえ,本 研究主題 を設定 した。
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新 しい学力観 と

基礎 ・基本

共通研究主題に対する基本的な考え方

言語活動の基礎

・基本

00

1

児童一人一 人が,個 性 を発揮 しなが ら,言 葉 を通 して考え を深 めた り,自

己実現 に必要 な基 礎的 ・基本 的な内容 を自分の もの と して身 に付 けた り生か

した りす るためには,国 語科 にお いて も,学 ぶ意欲や思考力,判 断力,表 現

力な どを重視 した"新 しい学力観"に 立っ授業を創造す ることが求め られて

い る。

国語科 にお いて は,こ れ まで も基礎的 ・基本的な内容の指導 が大切であ る

ことは繰 り返 し強調 されて いる。 しか し,児 童の活 動を重視す るあ まり,身

に付 け るべ き基礎的 ・基本的な内容 が不明確にな って しまうことや,反 対 に

一定 の知識 や技能を基礎的 ・基本 的な内容 と して
,一 方 的,共 通 的,形 式 的

に教え込 もうとす るあま り,児 童 の学 習が受 け身 にな って しま うことは,先

述 した とお りであ る。

この ことか ら,国 語科 における基礎的 ・基本的な内容を"新 しい学力観"

の視点か らと らえ直 し,児 童一人一人の 自己実現 に真に役立っ もの と して機

能 させてい く必要があ ると考え る。そ こで,本 研 究では,こ う した基 礎的 ・

基本 的な内容を 「言語活動の基礎 ・基本」 と して押 さえ,こ れ を学習指導 の

中に しっか りと定位す ることによ って,児 童 の中に学習 の主体性 と,よ り確

かな言語 能力の育成が期待で きるもの と考 えた。

本年度 は,読 みの学 習指導 を中心 に検証 す ること とした。

研究の内容と方法

研究の内容

(2)研 究 の 方 法

児童が 言葉 に対 す る興味 ・関心 を高め,基 礎 的 ・基本 的な内容 を確実 に身

に付 け,活 用 で きるよ うにするための学習指導の在 り方を追究す る。

① 国語科の基礎 的 ・基本 的な内容 を"新 しい学力観"の 視点か らと らえ直

し,「 言語活動の基礎 ・基本」 と して設定す る。

② 「言語活動の基礎 ・基本」 と して設定 した3項 目の観 点に基づ き,児 童

の言語活動の実態を調査 し,読 みの学習 におけ る系統化を図 る。

③ 「言語活動の基礎 ・基本」を身 に付け活用す る指導 の工 夫 について,授

業研 究を通 して検証す る。

5っ の分科会 を構 成 し,そ れぞれの研究主題 の もとに研究 を進 め る。
・低学年分科会 言葉の働 きに気づ き

,楽 しんで使 う学習活動 の工夫

・中学年分科会 言葉 の意味 や働 きを とらえ活用す る学習活動の工夫

一 説明的文章の読みを通 して 一

・高学年1分 科会 読みの過程で言葉の大切 さに気づ き
,進 んで活用す る学

習活動の工 夫

・高学年II分 科会 言葉の働 きに着 目 し活用 す る児童が育 つ学 習活動 の工夫

一 説 明的文章 の読み を通 して 一

・特設分科会 言葉 への関心 を もち
,意 欲的 に活用す る児童を育て る学

習活動の工夫 一 特設単元を通 して 一
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(3) 研究の構造

教育の今 日的課題

新 しい教育課程

国語科教育の課題

共通研究主題

児童が進んで言語活動の基礎 ・基本を

身 に付け活用す る指導の工夫

児童の言語能力 と

国語科の学習指導

の現状

〈目指す児童像 〉

・言 葉 に興味 ・関心 を もって意欲的 に学習す る児童

・表現や理解の過程で確か な言葉の力 を身 に付 ける児童

・身 に付 けた言葉の力 を学習や生活 に生か して い く児童

新 しい 学 力 観 に 立 つ 基 礎 ・基 本 児童 の学習観 ・教 師の指 導観の転換

〈言語活動の基礎 ・基本 〉

新 しい学 力観の視点か らとらえ直 した国語科の基礎的 ・基本的 内容

(ア)言 葉 に対 す る

関 心 ・意 欲 ・態 度

(イ)言 葉 に関 す る

知 識 ・理 解 ・技 能

(ウ)個 々の既有の

表現や理解の能力

学 習 指 導 の 工 夫

読癬 元や特設単元において,

「言語活動 の基礎 ・基本 」を確実 に身 に付 け るための工 夫

「言語活動 の基礎 ・基本 」を積極 的に活用す るための工夫

4

個 々の よさを生かす学習指導
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II研 究の 内容

1言 語活動 の基礎 ・基本

「言語活動の基礎 ・基本 」は,児 童が主体 的な言語活動 を展 開で きるよ うにす るために,国

語科の基礎的 ・基本的 な内容 を"新 しい学力観"の 視点 か らとらえ直 した ものである。 これ か

らの学習指導で は,知 識 や技能 等を身に付け るだけでな く,そ れ らを様 々な場面 で生 か して い

けるよ うにす る態度や能力 の育成 が大 切であ る。 この意味か ら,「 言語活動の基礎 ・基本 」を

知識 ・理解 ・技能 などの側面 か らだけでな く,関 心 ・意欲 ・態度 な どの情意 的な側 面 も含 あ,

多面的 にと らえて い く必 要があ ると考え,次 のア～ウの3項 目を設定 した。

ア 言葉 に対す る関心 ・意欲 ・態度

これ は,児 童が進んで言 葉にかかわ りデ身に付 けた知識 や技能 を生 か して い こうとす る態度

や能力で ある。児童一人 一人が豊 かな 自己実現 を 目指 し主体 的な言語活動 を展 開す るたあの原

動力で あ り,情 意 的側面 か らとらえた基礎的 ・基本 的な内容 であ ると言え る。 また,身 に付 け

た知識 や技能,考 え方 な どを実 際 に活 用 し,そ のよ さや有用性 が感 じ取れ ることによ って,児

童 の言葉 に対 す る興 味 ・関心 は更 に高め られ るもの と考え る。

イ 言葉 に関する知識 ・理解 ・技能

これは,児 童が言語活 動を展開す る過程で身 に付けてい く知識 や技能 であ り,学 習指導 要領

におけ る 「言語事項」 と して系統的 に示 されて いる内容であ る。発音 ・発声,文 字,表 記,語

句,文 ・文章,言 葉遣い に関す る,こ うした基礎的技能 は,や や もす ると教師が一方的に教 え

込んだ り,形 式的 に習得 させ た りす る面が見 られ るが,児 童が言葉 による表現 力や理解力を身

に付 ける過程で,そ の必要性が 自覚で きるよ うにす るこ とが大切であ る。 「

ウ 個 々の既有の表現や理解 の能力

これ は,こ れ までの言語生活 や学習経験 によ って個 々の児童が身 に付 けて いる言語能力であ

る。個人差 はあ って も,児 童 は これ まで に身に付 けた力 を基礎 として新 しい学習 に取 り組み,

多様 な反応を示す もので ある。教師 はそ こに児童一人一人の よさや可能性 を見 いだ し,支 援 し

て い くことが大切で ある。 また,様 々なっまず きの原 因は何 かなどを分析,評 価 し,指 導 に生

かす ことも必要 であ る。 この ような個 に応 じた指導 を充実 させ るたあに も,基 礎 的 ・基本 的な

内容 を教師 の側 の視点か らだ けで な く=児 童の側の視点か らと らえ ることが大切であ る。

上記3っ の項 目は,そ れぞれ独立 して いる

もので はな く,互 いに影響 し合 い,相 乗効果

を もた らす もの と考え る。 また,こ れ らは学

習 を重 ねるに したが って 高ま り,そ の高 まっ

た状態 か ら次の学習が 開始 され る もの と考え

る。3つ の項 目が,"児 童の意欲 を高 める学

習指導"や"個 のよさを生かす学習指導"の

充実 を強 く求 めて いる ことに留意 して,学 習

指導 を展 開す る ことが大切で ある。
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2言 語活動 の基礎 ・基 本に関する児童の実態

(1)調 査 の内容

読 みの学習 において,児 童が言語活動の基礎 ・基本 をどの程度身 に付 け,活 用 しよ うとして

い るかについて実 態を把握 し,系 統表 の作成及 び学習指導の改善 ・充実 に資す る。

(2)調 査 の対 象 と方法

○対象 …都 内公立 小学校の2年 生241名,4年 生225名,6年 生247名

○時期 …平 成7年9月 ○方法 …質 問紙法

(3)調 査結果の概 要(調 査の一部 を示す)

<質 問1>文 章を読 む こ との好 き ・嫌

い及び理 由

(あ る文章の一部を引用 ・提示)

高学年 にな るに したが って,r嫌 い」

の数値が高 くなる。

低学年で は,好 き ・嫌 いの感情 が楽 し

さや登場人物 に影響 され る。 高学年 で は

文章 の難易 と関連 し,「 面倒 くさい」 と

い う回答が増 え る。

言葉 の力が身 に付 いていかない と,面

倒 くさい,っ ま らない,だ か ら文章 にか

かわ りた くない とい う児童がっ くられて

しま うことにな る。

言葉 に対 す る興 味 ・関心を もち続 ける

ためには,言 葉に関す る知識 ・理解 ・技

能を系統 的に育て ることが大切で ある。

【図1】

<質 問2>漢 字 の読 み方の類推

(引 用文 中の未習漢字 を提示)

提示 した漢字 の難易 度に もよるが,漢

字 が正 しく読 めた理 由を見 ると,低 学年

で も前後 の文 脈か ら判 断 して いる ことが

分 か る。高学年 では,「 見た こ と」の経

験や字 その ものの構成 等を手がか りに し

て類推 しよ うと してい る。 また,4年 の

「湖底 」は,(み ず うみそ こ)の 読み方

ではおか しい と考えた児童 もいる。

児童一人一人 が これまで に身 に付 けた

能力 や技能,言 語 感覚な どを生かす場 を

工夫す ることが大切 であ る。 【図2】

【図1】 文章を読むことの好き ・嫌い(単 位:%)

好き 嫌いo口 好き 笏嫌い

2年 物語文 75.1 24.9

4年 説明文 62.9 37.1

6年 説明文 40.9 59.1
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6年 「嫌 い」 の 理 由
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【図2】 漢字が正 しく読めた理由

2年 「悲 鳴 」

2年 「走 った」

4年 「半 永久 的」

4年 「湖 底 」

6年 「溜 まる」

6年 「澱粉 」

(単位:%)

020406080100
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751. 聾 を手掛かり

圏前に調べた難
/11
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〈質問3>漢 字 ・語句 の意味の類推

(引 用文 中の未習漢字 ・語句 を提 示)

ここで も,児 童 は文脈 や類似 の語句等

か ら類推 して いる。 中学年 では 「他の言

葉か ら類推す る」,高 学年 では 「前 に調

べた ・使 った」 とい う回答が 目立 っ。

これ らの ことか ら,「 言葉 は文 で,文

は文章で指導す る こと」を大事 にす ると

と もに,児 童が 自 ら調 べた り使 った りす

る学習 を展 開す る必要 があ る。 【図3】

【図4】 適切な文字による表記
正答率

空
2年
4年
6年

79.6

90.2

82.6

ア イ ス

ク リー ム

2年

4年

6年

74.6

90.7

97.5

白 い
2年
4年
6年

76.0

88.4

97.5

雲
2年
4年
6年

一

77.8

89.9

友 達
2年

4年

6年

一

84.9

94.7

公 園
2年
4年
6年

一

83.6

92.3

野 球
2年

4年

6年

一

70.7

84.6

【図3】 漢字 ・語句の意味が分か った理由

(単 位:

020406080

2年 「しの びこむ 」

4年 「うず もれ る」

6年 「推定」

(単位:%)

<質 問5>指 示語 ・接続語の理解

(4年,6年 は引用文か ら回答)

問題 の難易度 に もよ るが,各 学年の正答

率 は,指 示語 ・接続語 ともに低 い。児童 に

とって,文 と文,段 落 と段落 との意味関係

を理解す る ことが困難 な ことを示 して いる。

また,4年 で順接 の接続語 を考 え る場合,

「そ して 」を多用す る傾 向にあ ることが分

か った。接続語の指導 に当た って は,特 に

中学 年の指導の在 り方 を工夫 し,関 係思考

を育 て ることが大切で ある と言え る。 【図5】

21.9

/%/

;20.5;19.217.8

笏 π▼一 、--一

%)

100

口 知 っていた

励 文を手掛 か り

口 見た ことある

口何 とな く

・團教 わ った

園他の言葉から類推

圏前に調べた

團しのびが静か

圃漢字の意味から

E]前に使った

〈質問4>既 習の漢字 ・語句の活用

(平 仮名文の書 き直 し)

学 習 した漢字 や片 仮名を想 起 し適切 に

使 うことについては,学 年が進 むにつれ

て正答が増え る。 また,生 活 に密着 して

い る言葉 ほど,よ く身 に付 いて いること

が分か る。

この ことか ら,言 語事項を系統的 に身

に付 けるとと もに,生 活の中で生 きた言

葉 と して使 う経 験を重ね ることが大切で

あ ると言え る。 【図4】

【図5】 指示語 ・接続語 の理解o

2年 正答率 29.0

指示語 4年 正答率 33.3

6年 正答率 42.9

2年 正答率 27.8

接続語 4年 正答率 27.1

6年 正答率 65.6

(単 位:%)100
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3言 語活動 の基礎 ・基本 〔読みの学習 にお ける系統〕

1年 2年 3年

児 ○ 易 しい読み物を楽 しんで読 も ○ いろいろな読み物を読 もうと ○ いろいろな読み物を進んで読

童 う とす る 。 す る 。 も う と す る 。

の ○ 書かれている事柄の大体を読 ○ 順序や場面の移り変わり等に ○ 文章の構成に即 して要点を押

姿 み取ろ うとす る。 注意 して読み取ろ うとする。 さえなが ら読み取 ろうとす る。

・語句や文 として まとまりをっ け ・片仮名で書かれた語句を読みな ・部首を もとに、漢字の読み方や

文 なが ら平仮名を読む。 が ら、その使い方を考える。 意味の見当を付ける。

・片仮名で書かれた語句 に気づ き ・既習や新 出の漢字に気づき、正 ・片仮名で表記す る語句の種類を

その大体を読む。 し く読 も う とす る 。 理解 しなが ら読む。

字 ・漢字に興味を もち、進んで読 も

う とす る。

・読み方や意味の分か らない文字 ・反対や対照的な意味を表す語句 ・人の活動や社会の事象などを表

や語句を見っける。 を身近な事物 とのかかわ りか ら す語句を増やそうとす る。

語 ・身近な物の名や事象などを表す と らえ る。 ・語句 の意昧や働 きを、文脈 に沿

語句 に関心を もっ。 ・語句の意味や使い方を挿絵や前 って類推 した り正 しく判断 した
P

・語句の意味や使い方を挿絵など 後の表現などか ら考える。 りす る 。

を手掛か りに考え る。 ・比喩や擬態語 ・擬声語等の役割 ・語句の性質や役割に気 をっけな

句 ・擬態語や擬声語の役割に気づ く や使 い方をとらえる。 が ら読む。

・言葉の リズムを楽 しみなが ら読 ・響 きの よい言葉に親 しみ、語感 ・同音語や同類語等の意味や役割

む 。 や言葉の使 い方をとらえる。
`

を と ら え る 。

・文の中 における主語 と述語 との ・文の中の主語 と述語 との関係 を ・文の中の主語 と述語 との関係を

照応をとらえ る。 と らえたり、省略された主語 を とらえた り、省略された主語を

文 ・敬体表現を親 しみなが ら読む。 補 って読んだりす る。 補 って読んだ りす る。

・文の中における修飾 と被修飾 の ・文の中における修飾 と被修飾の

関係に注意 して読 む。 関係を とらえなが ら読む。

・ 「だ れ が 」 「ど う した か 」 を 考 ・指示語や接続語、文末表現など ・指示語や接続語、文末表現な ど

えなが ら読む。 に気づ き、文の接続を考え る。 に注意 して文の接続や内容のま

文 ・大事な語句 や文を見つけ、具体 ・時間を表す語句を手掛か りに、 と ま り を と らえ る 。

的な事柄を思 い描 く。 内容のまとま りを とらえる。 ・重要語句や中心 となる文を見っ

・人物の気持ちや場面の様子を想 け、要点を とらえ る。

像 しなが ら読む。 ・人物の性格や場面の情景を想像

章 しなが ら読む。

・自分 の立場か ら大事な事柄を落

とさないで読む。
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4年 5年 6年

○ 読書の範囲を広げ、考えを も ○ 進んで読書を通 して、考えを ○ 適切な読み物を選んで読み、

と う と す る 。 深めようとす る。 考 えを深めようとす る。

○ 段落相互の関係を考えなが ら ○ 文章の主題や要旨を考えなが ○ 目的や意図に応 じて、主題や

中心点を読み取 ろうとする。 ら内容を読み取 ろ うとする。 要 旨を読み取 ろうとする。

・部 首 や 音 ・訓 を も と に 、 漢 字 の ・漢字 の由来や特質か ら、読 み方 ・文字の由来や特質か ら、語句の

読み方や意味の見当を付ける。 や意味を考える。 の読み方 や意味を考え る。

・ロ ー マ 字 表 を 使 い 、 ロ ー マ 字 表 ・文章の中で漢字が果た している ・現代文における漢字の役割を理

記の簡単な語句や文を読む。 役割 を考えなが ら読む。 解 して、既習や新出の漢字を正

しく読んだり、身の回 りの漢字

に興味を もったりす る。

・理解す るために必要な文字 や語 ・理解す るために必要な文字 や語 ・理解す るために必要な文字や語

句を辞書を使 って調べ る。 句を辞書を使 って調べ る。 句を辞書を使 って調べ る。

・語句の意味や働 きを、文脈に沿 ・語句の意味や働 きを、既習の語 ・語句の意味や働 きを、既 習の語

って類推 した り正 しく判断 した 句 と比べた り前後 の文脈か らと 句 と比べたり前後の文脈か らと

りす る。 らえ た りす る。 らえ た り す る 。

・様 々な意味の中か ら事象 に即 し ・語句の意味を、語句の組立方や ・助詞や助動詞の働 きをとらえな

た意味を選 びだす。 種類か らとらえ る。 が ら読む。

・複合語 を指摘 し、その構成か ら ・語感、言葉の使い方 に対する感 ・語感、言葉の使い方に対する感

意味をとらえ る。 覚を とらえなが ら読む。 覚を とらえなが ら読む。

・文の構成を修飾 ・被修飾の関係 ・文の中での語句相互の関係を と ・重 文 、 複 文 、 体 言 止 め 、 倒 置 法

か ら と らえ る 。 らえ る。 などの文の構成をとらえる。

・文の意味を5WlHか らとらえ ・重 文 、 複 文 、 体 言 止 め 、 倒 置 法

る 。 などの文の構成 をとらえる。

・指示語や接続語、文末表現な ど ・指示語や接続語 、文末表現 など ・頭括型、尾括型などの文章 の構

に注意 して段落 と文章全体 との に注意 して段落と文章全体との 成や表現の仕方に注意 しながら

関係を とらえる。 関係 をとらえる。 内容をとらえる。

・中心的事柄 とその他の事柄を指 ・意味段落の要点 や文章構成 か ら ・目的や文章の種類や形態な どに

摘 し、文章の内容を要約す る。 主題 や要旨を考えなが ら読 む。 応 じた方法で読み進める。

・人物の気持ちや場面の変化を想 ・心情 や情景の叙述や描写を味わ ・事象 と筆者の感想、意見 とを区

像 しなが ら読む。 いなが ら読む。 別 しなが ら読む。

・読む目的や必要に応 じて大事な ・自分の立場か ら必要な事柄 を探 ・自分の考えを深めたり、優れた

事柄 に注意 しなが ら読む。 しなが ら読 む。 叙述を味わ った りして読む。
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皿 実践事例

1読 解 単元 における学習指導

囲 言葉 の働 きに気 づき,楽 しんで使 う

(1)教 材名 「力太郎 」

(2)研 究主題 と教材 との 関連'

本教材 は,語 り口 と しての方 言を生か しなが ら,昔 話 らしい言 い方,様 子を表す的確でお も

しろい表現 を多用 した楽 しい作品であ る。特 に力太郎の活躍を力動感 あふれ る ものに して いる

擬態語 ・擬声語 や,物 語 に活気を与え,ス ケールを大 き くして いる繰 り返 し表現 ・比喩 ・誇張

表現等 は,児 童 に言葉 のお も しろさ,楽 しさを とらえ させ る とともに,作 品の 中に使 われて い

ることのよさを気づかせ るの にふ さわ しい。 この特色 を生 か し,学 習 シー トを用 いて言葉に着

目 して読 み進め,話 し合 いの 中で,板 書 を手がか りに しなが ら,一 っの言葉 か ら,あ るいは言

葉 と言葉が関係 し合 って豊 かにイ メー ジを広げ られ ることをっかむ。そ して,学 習 した言葉の

中か ら,児 童 自身が心 に残 った言葉 ・表現 に生か して いきたい言葉を 「言葉の貯金」 と して蓄

え る。 さ らに,こ れ らの言葉を 日常活動や終末 の 「○○太郎 」のお話作 りの 中に生か して い く

ことで,言 葉 は生 きて働 く力 とな って,児 童 の中に定着 して い くもの と考え る。

(3)指 導 の概 要(全13時 間 ・本 時6/13※ 印)

時 主 な 学 習 活 動 主題 に迫 るための具体 的な手 だて

第 ・範読 を 聞 き ,感 想 を 書 く ・時や事柄 の順序 を表 す言葉 に着 目して粗筋 をつかむ。

一 ・場 面 分 けを して ,話 の筋 ・言葉 に関心 を もっ ことがで きるよ う,言 葉 の貯 金を増

次 を っ か む 。 やす こと,貯 金 した言葉を生 か して 「○○ 太郎」のお

(3) ・学 習 の あ あて を っ か む 。 話作 りをす るためのああてを持っ ようにす る。

・場 面 ご とに ,様 子 や 人 物
・めあて にそ って読み進 める過程で,言 葉の働 きに気づ

の気持 ちを考 えなが ら読 くことがで きるよ うにす るたあに,言 葉の欄を設 けた

第 む 。 学 習 シー トを使 う。

二 ・言 葉 を貯 金 す る。 ・めあて にっ いて話 し合 う中で言葉の働 きや よさ,お も

次 しろ さ に気 づ く こ とが で きる よ うにす る。

(7) ※本 時は,力 太郎がみ ど う ・言葉の働 きを押 さえ,そ の言葉の特色 ・性質 に合 った

っ こ太 郎 と出 会 い,力 比 名前 を児童が付 け,関 心 ・意欲 を もっ ことがで きるよ

べをす る場面 うにす る。

・心 に残 った言 葉 ,お も しろ い言 葉,使 って み た い 言 葉

を 蓄 え,活 用 す る こ とが で き るよ うに す る。

第 ・ 「○ ○ 太 郎 」 の 活 躍 す る ・身に付 けた言葉を 自分の表現 に生 か して作 るよ うにす

三 簡単 なお話を作 る。 る 。

次 ・お話 を 紹 介 し合 う。 ・友達 の良い表現 に気づ き,今 後 の 自分の表現 に取 り入

れ るよ う にす る。
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(4)本 時の指導(6/13時)

① 目 標 力 太郎 がみ どうっ こ太郎を降参 させ るまでの様子を,力 太郎の強 さとや さ し

さを表 す言葉 に着 目 し,想 像す る ことで読み取 る ことがで きる。

②展 開 ア:言 葉に対 す る関心 ・意欲 ・態度.イ:言 葉 に関す る知識 ・理解 ・技能

ウ:個 々の既 有の表現や理解の能力

学 習 活 動 言語活動 の基 礎 ・基本 支 援 と 評 価

1.前 時 を思 い 出 す 。 ア:貯 金 した言葉 を思 い出す。 ・ カ ー ド に 着 目 さ せ る
。

2.学 習 範 囲 を 知 る。 イ:学 習 範 囲 を 正 し く読 む 。 ・掲 示 を 活 用 す る。

3. めあてをっかむ。

み どうっこ太郎をや っっけた力太郎 のす ごい ところを見っ けよ う。

4. 力太郎のす ごい とこ イ:言 葉 に着 目 し,力 太 郎 の す ご ・言 葉 の 欄 を設 け た ワー ク

ろ を 見 っ け る。 い と ころ を吹 き 出 しに書 く。 シー トを用 意 す る。

5.吹 き 出 しに書 い た こ イ:友 達 の発表 をよ く聞いて言葉 ・め あて に つ いて 話 し合 う

とを 発 表 し,話 し合 う。 の働 きや よ さ,お も しろ さ を 中で板書 を工夫 し,言 葉

知 る 。 の働 きや よ さ,お も しろ

ウ:既 習の言葉の働 きを生 か して さに気づ くことがで きる

話 し合 う。 よ うに す る。

イ:聞 いて い る人 に き ちん と届 く ○言葉を手がか りと したか

声で気持 ちを こめて発表す る ・言葉の働 きごとに児童が

名前を付け,関 心 ・意欲

を もっ よ う にす る。

6.工 夫 して 音 読 す る。 イ:話 し合われた ことを生か して ・よ い点 を 認 め ,励 ま し,

相手や場面に応 じた音読を工 次の学習へ意欲が継続す

夫 す る。 る よ う に配 慮 す る。

7.言 葉 を貯 金 す る 。 ア:心 に 残 っ た 言 葉,大 切 な 言 ・板書を手がか りに して着

葉,使 って み た い言 葉 を 蓄 目 した言葉 を貯金 に入れ

え,活 用 す る こ とが で き る よ るよ うに声か けをす る。

う にす る。
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(5)考 察

低学年分科会で は,分 科 会研究主題 「言葉の働 きに気づ き,楽 しんで使 う学習活 動の工 夫J

に迫 るための手だて と して,「 言葉の働 きに気づ く学習活動 ア.音 声化 イ.学 習 シー ト

ウ.話 し合 い エ.動 作 化 オ.言 葉の命名(言 葉の働 きを押 さえ,言 葉の特色 ・性 質に合 っ

た名前 を児童が考 えて付け る活動)カ.言 葉の貯金(心 に残 った言葉 ・使 って みたい言葉 を

言葉貯金 として カー ドに書 き,蓄 え,そ れ らの言葉を作文や 日常生活の 中で意 図的に使 う活動)

キ.巻 き物作 り(読 みのため に,意 図的 に使わせ たい言葉や読みの手法 を学級 の中での共有 の

もの として増 や して い く活動)ク.終 末活動 」を考 え,取 り組ん で きた。

① 学習 シー ト

言葉の働 きに気づ くことがで きるよ うにす るために,言 葉 の欄 を設けた シー トを2種 類作 っ

た。一 っは,学 習 シー トを上下の二段 に構成 し,下 に言葉 の欄 を作 り,絶 えず,ど の言葉か ら

気持 ちが想 像で きたのかを意識 して書 くことがで きるよ うに した もの,も う一っ は言葉の欄 に

本文を載 せ,読 み取 りの うえで手が か りにな る言 葉を空欄 に した ものであ る。 これ らの シー ト

は,児 童が言葉の働 きに気づ くことに効 果的であ った。 また,シ ー トを2種 類用意 した ことで,

誰 もが無理な く自分の力 に合 った方法 で学習を進あ ることがで きるようにな った。今後 は,自

分の力 に合 った適切 な ものが選べ るよ うにす るための個 に応 じた支援が一層大切 にな ってい く

もの と思われ る。

② 話 し合 い活動

想像 した気持 ちを発表 し,ど の言葉か らそ う思 ったの かを話 し合 いで深めてい った。教師 は

発言 を学習 シー トと同様 に上下二段 に して板書 し,言 葉 を手が か りに気持 ちが想像 で きること

を視覚 的に とらえ させ るよ う工夫 した。 同 じ言葉 か ら様 々な気持 ちが 想像で きることや,言 葉

と言葉が関連 し合 って イメー ジが広 が ることな ど,言 葉 の働 きに気づ くうえで効果的で あ った。

しか し,言 葉を一っ一つ大切 に してい くとどう して も時間がかか って しま うため,話 し合 いの

中で押 さえ る言葉 は,精 選 し,焦 点化 してい くことが必 要であ る。一っの言葉か ら想像 を広 げ

て読む力を身 に付 けて い くことで,そ れを既 有の力 と して生か しなが ら,物 語のお もしろさを

一層味わ うことので きる児童へ と変容 してい くもの と考え る。

③ 言葉の命 名 ・巻 き物作 り

言葉の命名や巻 き物作 りの活動 は,児 童が 自分で言語 環境を作 ってい くことで もあ り,言 葉

に関心を もっ うえで効果 的な方法 であ ると言え る。 これ らを教室 に掲示 して い くことで,前 に

学習 した ことが生か された り,新 しく学習 したことが増えて い った りす る ことか ら,児 童は学

習 に主体的 にか かわ っていけ るよ うになる。

④ 言葉 の貯金

貯 金 した言葉 は,作 文や 日常生活(日 記 やス ピーチ)の 中で意図的に使 うことがで きるよ う

に支援 して きた。児童 は 「言葉 を使 えてよか った」 「勉 強 した言葉が使えた 」 「言葉を勉強 し

てよか った」 とい う成就感 ・満 足感を味わ うことで,更 に言葉への興味 ・関心 を高 めるこ とが

で きた。低学年の児童 に とって,こ の言葉の貯金 とい う方法 は非常 に有効で ある と言え る。
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匝 説 明的文章 の読 みを通 して,言 葉 の意味や働 きをと らえ活 用する

(1)教 材 名 「ヤ ドカ リのすみかえ 」 「あ りの行列 」

(2)研 究主題 と教材 との関連

二 つの教 材は,接 続 語や指示語,順 序 を表す言葉,理 科的 な言葉 を適切 に用 い,「 問題提起

一観察 ・実験 一結論 」 と児童 に分か りやす く展開 されてお り
,3年 生が,言 葉 に対す る興味 ・

関心 を高めなが ら,初 あて要点学習 をす るために適切 な教材で ある と言え る。

そ こで,こ のよ うな文章の特色を生 か し,一 っ一っの言葉 に着 目 しなが ら読み進 めて い く活

動 や,着 目 した言葉 を活用す る場を工夫す るこ とによ り,中 学年の テーマに迫 る ことがで きる

と考え た。 そのため,単 元全体の学習課題を 「言葉の クイズ大会 を しよ う」 と設定 し,学 習意

欲 を高 める ことに した。読みを深め る過程で は,言 葉の意味を明確 にと らえ るために,大 切 な

言葉 に印をっけ,接 続語 を手がか りに して,読 み取 った ことを 「コマ漫画 」に表す活動を取 り

入れてみ た。 ま とめで は,言 葉 に着 目 し,自 分の言葉を広げ ることがで きるよ うにす るため,

言葉 の クイズ大会 を し,大 切な言葉を様 々な表現方法で説明す ることに した。 また,こ こで獲

得 した言葉 を活用 して,短 文を作 る場を設 けるとと もに,着 目 した言葉を カー ド化 し,r言 葉

の引 き出 し」 と して,日 常的 に活用で きるよ うに した。

(3)指 導 の概 要(全14時 間 ・本時13/14)

時

1

～

ぼ
J

0

ρ
∪

～

1

11

S

14

主 な 学 習 活 動

・ 「ヤ ドカ リの す み か え 」 の 学

習 の あ あて や 計 画 を 立 て る。

・要 点 の ま とめ方 を理 解 し,段

落 ご とに読 み 深 め る。

・言 葉 の クイ ズ を す る。

・ 「ヤ ドカ リの す み か え 」 と比

べ なが ら,「 あ りの 行 列 」 を

読 み,感 想 を書 く。

・学 習 の め あて や 計 画 を立 て る

・段 落 ご とに要 点 を 読 み 取 る
。

主題 に迫 るたあの具体的な手だて(・ 支援○評価)

・語句 に着 目す るため に
,大 事な言葉 に印をっ け,

読み取 った内容を コマ漫画 に表す ようにす る。

○叙述 に即 して答えを考え られたか。

○言葉の意味や働 きが分か り,楽 しんで短文作 りが

で きたか。(発 言 監作品 ・表情か ら)

・出題 語 句 を調 べ ,問 題 文 を 考

え る。

・言 葉 の ク イ ズ大 会 をす る
。

(本 時)

・語句 に着 目す るために,大 事な言葉 に印をっけ る

・接続語 や指 示語 ,細 部を読み取 るため に,内 容を

コマ漫 画 に表すよ うにす る。

○言葉を手がか りに した コマ漫画を書 き表す ことが

で きたか。(作 品か ら)

1'自 分の諜 を増やす働 に大軌 諜 をカー ドイヒ
す る。 「言葉の引 き出 し」

・大事な言葉の意味や働 きに着 目す るため に
,叙 述

に即 して問題文 と解 答 に含 まれ る言葉の説明を考

え るよ うにす る。

iO叙 述 に即 して答えを考え られたか。

○楽 しん で クイズ大会 を し,言 葉の意味や働 きが分

か り,進 んで短文作 りが で きたか。

(発 言 ・作品 ・表情か ら)】
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(4>本 時の指導(13/14時)

① 目 標 言葉の クイズ大会 を楽 しみ,そ の中の言葉 を使 って短文 を作 ることがで きる。

②展 開 ア:言 葉 に対す る関心 ・意欲 ・態度 イ:言 葉 に関す る知 識 ・理解 ・技能

ウ:個 々の既有 の表 現や理 解の能 力

学習活動 言語活動 の基礎 ・基本 支 援 と 評 価

1.前 回 まで の学 ア:学 習 して きた力を発揮 して ・児童の意欲を高め るために,本 時

習を想起 し,本 言葉 に着 目 した クイズ大会 のめあてを掲示す る。

時のめあてを持 を楽 しも う とす る。

つo

言葉の クイズ大会 を して,好 きな言葉を選んで短文作 りを しよ う。

2. 「あ りの 行 列 」 ア:楽 しんで クイズを 出題 した ・単元で学習 した ことを想起 しなが

を,読 み合 う。 り解 答 した りす る。 ら聞 くよ うに助 言 す る。

3.ク イ ズ大 会 を イ:前 時 に準備 した説 明カー ド ・プ ログラムや きま りを掲示 してお

す る 。 を 使 って,聞 い て い る人 に き,主 体 的に クイ ズ大会が進行で

分か りやす く説 明す る。 き るよ う にす る。

イ:出 題 に対 して最 も適切 な解 ○調 べた言葉を分か りやす く説明す

答 を本文 か ら見 つけ出す。 る こ とが で きた か。(発 表 よ り)

(指 示語や接続語 を手が か り ○叙述 を基 に,最 も適 切な答えを見

にす る) つ け られ た か 。(態 度 ・発 言 よ り)

4.ク イ ズ 大会 の ア ・イ ・ウ:説 明 され た言 葉 を ・意欲 的に短文作 りに取 り組め るよ

解答で説明され 適切 に使 い,進 んで短文 を う,言 葉 ご と に色 別 カ ー ドを 用 意

た言 葉を使 って 作 る 。 して お く。

短文 を作 る。 ・言葉 の意味を正 しくと らえ られ る

よ う,児 童 が 発 表 した 説 明 カ ー ド

を掲 示 して お く。

○適切 な短文作 りがで きたか。

5.短 文 を 発表 し
P
ア:友 達 の 作 った短 文 と 自分 の (カ ー ドよ り)

合 う 。 短文 を比べ なが ら聞 く。 ・選ん だ言葉が適 切に使われて いな

イ:短 文の 中で,選 んだ言葉 が い場合 は気づ くよ うに助言す る。

適切 に使わ れてい るか どう ○ 友達 の発表を興味を もって聞 き,

か を 考 え る。 言葉の使い方が適切であるかを判

6.次 時 の学 習 予 ア:本 時の学習 の経験 か ら,次 断で きた か 。(表 情 ・発 言 よ り)

定 を 知 る。 時 はよ り良 い発表 や短文 作 ・本 時の良か った所 を賞賛 し,次 時

りを しよ うとす る。 の発表 を励ます。
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⑤ 考 察

主題 に迫 るための指導法 の工夫 は,次 の とお りで ある。

① 単元の学習過程の工夫

・ 学習のめあてや学習計画を明 らか にす る
。 【っかむ】

・ 読 みを深め る 【調べ る ・深 める】

・ 学 習の内容を まとめ る 【ま とめる】

・ 学習 した ことを活 用す る 【表現 に生かす ・活用す る】 という流れであ る
。

児童 は,単 元 の学 習を進め る必然性や見通 しを しっか り持っ ことで意欲的 に学ぶ ことがで き

る。本単元 で も,ク イズ作 りをす る活動を 目指 して主体的 に読み進め る児童が多か った。 また,

教室 に,今,ど の段 階の学習を してい るかを明示 してお くこと も大切であ ることが分か った。

② 身 に付 け活用す る場 の工夫

言葉の働 きに着 目 し,身 に付け るための活動 と して 「コマ漫画Jを 描 いた。 この活動は,次

の点で有効だ った。

・絵 に表現す る活動 なので,児 童 は興味を もって取 り組ん だ。

・順序や場面の変換を とらえ る手が か りと して
,接 続語 に着 目する ことがで きた。

・内容の細部 まで絵 に表現 しよ うとす るため
,本 文 を読 み深 ある活動が よ り主体 的にな った。

・文末な どの表現を大切 に して読み
,そ の意味 を正確 に読 もうとす るよ うにな った。

絵を描 くことが苦手 な児童 には,そ の子 な りの表現 を認 ある ことが必要で ある。

③ 学 習 したことを活用す る場 の工夫

「言葉の クイズ大会」で は,

・単元 の最終 のめあてが明確 にな って いたため
,言 葉 に着 目す る意欲が持続 され た。

・単元 を通 して
,言 葉を正 しく理解 しよ うとす る意欲が見 られた。

・要点 をま とめ るときに使 った語句を
,ク イズ大会の 出題語句 と した児童が多か ったので,

言葉 の意味 や働 きに着 目す るようにな った。

さ らに,「 短文作 り」では,

・身の回 りの 出来事 を,新 しく学 習 した言葉 を使 って生 き生 きと表現 で きた。

・友達が作 った文 を聞 き合 うことで
,語 句の使 い方 の正誤 を判 断す る力 を身に付けつっあ る。

④ 日常的 に,言 葉 に注意 して活用 す る力を育 て る工 夫

言葉を カー ドに書 いて,各 自が集積 してお き,日 記 やス ピーチに使 うよ うに した。 児童は

楽 しみなが ら,言 葉集 めを した り活用 した りしてい る。

《今後 の課題 》

○学 習材 の工夫 ……児童が作成 した漢字 カー ドで,文 字の成 り立 ちや使 い方の学習 を進 める

と生 き生 きと した活動が展 開 された ことか ら,さ らに,場 に適 した学習材

を開発 してい くこと。

○年間計画の充実 …言語活動 の基礎 ・基本 を定着 させ るために,説 明的文章教材の指導系統

表 に基づ いた多様 な活動 を位 置付 ける こと。

○個 に応 じた支 援…一人一人の言語能力を伸 ばす ために,変 容 を追 い続 け,支 援 の方 法を明

確 に持 っ こと。
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團 読 みの過程で言葉 の大切 さに気づ き,進 ん で活用す る

(1)教 材 名 「太 陽のめ ぐみ」 「オ ゾ ンが こわれ る」

(2)研 究主題 と教材 との関連

「太 陽のめ ぐみ」は段落構成が明確で分か りやす い文章で ある。各段落をっ な ぐ 「しか し」

rで は」等の接続語 や指示語の働 き,具 体例の挙 げ方,文 末表現 など,こ れ まで学習 した言語

事 項を生 か して読 んだ り,再 確認 しなが ら読んだ りす る学習 に適 して いる と言 え る。 さらに,

このよ うな学 習を展 開 して い く中で,言 葉の大切 さに気づ いた り,言 葉の学習 の必 要性 を実 感

した りす ることがで きる もの と考え る。

「オ ゾンが こわれ る」 は,「 太陽の め ぐみ」 と内容 的に関連 しているだけで な く,接 続語 や

指示語,文 末表現,具 体例の挙 げ方 な どの言語事項 にっいて も関連 が深 い,そ こで,「 太陽の

あ ぐみ」で学習 した言葉の働 きや役割 な どを生 か して 自力で学習 を進 あ ることがで きるよ う,

説明文の読解学習の手が か りとな る言 語事 項を 「ガイ ドブ ック」にま とめ,そ れを参考 に して

読むな どの活動 を工夫 した。学 習 した ことを読む活 動 に生かす ことが,更 に言葉の学習への意

欲 にっ なが る もの と思 われ る。

(3)指 導の概要(全13時 間 ・本時9/13※ 印)

次

(2)

主 な 学 習 活 動

・説 明文読解 の手 がか りにな

る言語事 項について話 しQ

いガイ ドブ ・クにメモす 到

主 題 に 迫 る た め の 具 体 的 な 手 だ て

「太陽の め ぐみ 」を もとに,こ れ まで に学習 した言語事

項 を想起す る。(接 続語,指 示語,文 末表現,文 章構成

など)

●ガ イ ドブ ・ク鯵 考 に 「太1'そ れぞれの言諦 項 の醗 や役割 について・ガ イ ドブ ・

陽 の め ぐみ 」 を 読 み,学 習 クに ま とめ る。

シー トに ま とめ る。 ・ガ イ ドブ ックを参 考 に して読 み取 るよ う助 言 す る。

・ガ イ ドブ ックを 参 考 に 「オ1

ゾ ンが こわ れ る」 を 読 み取

り,学 習 シー トに ま とめ る

・友達 の 読 み と比 べ た り,足

りな い と こ ろを 付 け加 え た

りす る。

※ 本 時 は,フ ロ ンガ ス の二

面 性 を述 べ た段 落

(⑧ ～ ⑪ 段 落)

・テ ー マ を決 め ,事 実 を も と

に簡 単 な説 明文 を書 く。

「太陽のめ ぐみ」で学習 した言語 の働 きや役割を考えな

が ら 「オ ゾンが こわれ る」を読 み取 るよ うにす る。

(ガ イ ドブ ックを参考 にす る。)

・ガイ ドブ ックに新 しい言語事項 を付け加えた り,既 習の

言 語事 項の別 の働 きを書 き足 した りす る。

・机 上 に国語 辞典 を常 備 して お き,す ぐ使 え るよ うにす

る。

・言語事項を根拠 に,課 題 について話 し合 う。

・文 末 表 現 に気 を っ けて 書 くよ う助 言 す る。

・必 要 に応 じて ,ガ イ ドブ ッ クを 振 り返 る よ う助 言す る。

・説 明 文 の 簡 単 な 構 成 の 例 を 表 示 して お く。

・文 末 表 現 ,接 続 語,文 章 構 成 な ど 「太 陽 の め ぐみ 」 「オ

ゾ ンが こわ れ る」 で 学 習 した こと を効 果 的 に 使 って書 く
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(4)本 時の指導(9/13時)

① 目 標 言葉 に着 目 し読み取 った ことを もとに自分な りの表現で まとめることがで きる。

②展 開 ア:言 葉 に対す る関心 ・意欲 ・態度 イ:言 葉 に対す る知識 ・理解 ・技能

ウ:個 々の既有の表現や理解の能力

学習活動 言語活動の基礎 ・基本 支 援 と 評 価

1.本 時の学習課題 ア:「 フ ロ ンの い い点 と悪 い点 は何 ・見通 しを持 って取 り組め るよ

を確 認 す る。 か 。 」 を,言 語 事 項 に注 意 しな う本時の学習予定を確認す る。

が ら読み進 めよ うとす る。

2.第2段 落 か ら読 イ:接 続語や重要語句,文 末表現な ・学習活動の進 まない児童 には

み取 った ことを学 どを手がか りにまとめる。 ガ イ ドブ ックを 見 た り,こ れ

習 シー トに ま とめ ・フ ロ ンガ ス は現 代 生 活 に な くて は までの学習を振 り返 り重要語

る 。 な らな い もの 。 句を選んだ りす るよ う助言す

[例 えば]冷 蔵鼠 クーラー

る。

・課題把握が不十分 な児童 には

・フ ロ ンガ ス は理 想 的 な物 質 。 オゾ ンとフロ ンガスの関係 を

熱に強い燃 えない,[亟] ま とめる とよい ことを助 言す

害 を与 え な い。 る 。

1と ころカ]お そろ しい きば
・言 い換 えの 言葉 や文末表現 に

　
'

・ 「安 定 して い る」 た め そ の ま ま上 注 目す るとよい ことを助 言す

昇 し,紫 外 線 にぶ つか り分 解 。 塩 る 。

素 が オ ゾ ンを こわ す。 ・国語 辞 典 を常 備 して お く。

アウ:難 しい語句 や意味 のよ く分か ・言 葉 に抵 抗 の あ る児 童 に は ,

らない言葉は辞書 を引 く。 言 葉 の コー ナ ー を活 用 す るよ

うに助 言す る。

3.読 み 取 った こ と イ ウ:本 文 の言葉を根拠 に,既 習の ○言葉に着 目 して読み取 った こ

を全体で話 し合 い 言葉の学習を想起 しなが ら話 し とを ま とめ る こ とが で きた か 。

課題 を解決す る。 合 う 。 ・発言を板書 しなが ら,課 題の

4.学 習 シ ー トに ま イ ウ:接 続語や指示語を押 さえて ま 解 決 にっ な げ る。

とあた ことを確認 とめて いたか確認す る。 ○言葉を根拠 に話 し合 うことが

した り,読 み誤 っ イ ウ:重 要語句を 中心 にまとめてい で き たか 。

た ところを修正 し たか確認す る。

た りす る。

5.本 時 の学 習 を振 ア イ ウ:友 達 の 発 言 や,読 み 取 った ○学習 内容や言葉 に着 目 して読

り返 り,感 想 を書 内容,表 現,筆 者の意見 に関す む ことの大切 さにっ いて ま と

く 。 る自分の考えを まとめ る。 め る こ とが で き たか 。
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(5)考 察

本分科会で は,読 みの過程 に言語 事項や既習内容を整理 した りま とめた りす る活動 を位 置付

け,児 童が言葉の大切 さや学習 の必要性を実感で きるよ うに工夫 した。

① ガイ ドブ ックの作成

内容が正確 に読 み取 れなか った児童の なか に,「 接続語 や指示語 に注意 して 読む と内容がよ

く分 かるよ うにな って きた」な どの感想 を述べ る児童が増 えて きた。 ガイ ドブ ックを手に して

読 み進 める ことが,言 葉 に着 目 して読 む ことの必要性 を児童 に意識 させ ることにっなが った も

の と思 われ る。 また,ガ イ ドブ ックの効果 と して,ど のよ うな言 葉に注 目 して読み進め るとよ

いか とい う手 がか りにす る ことがで きる こと,学 習 した内容 を整 理 し身に付け ることがで きる

こと,自 分な りのガイ ドブ ックを作成 す ることで学 習に対 す る達 成感や満足感を味わ うことが

で きること,な どを と らえる ことがで きた。

② 単元の構成

「太陽の め ぐみ 」で は,説 明文を読む ときの手がか り となる言語事項の学習 を主 に一斉指導

で行 い,「 オ ゾンが こわれ る」で は,身 に付 けた内容 を活用 しなが ら自らの力で 読み進 め る展

開 と した。 「オ ゾ ンが こわれ る」の学習 の中で,児 童 は 「太 陽のめ ぐみ」で学 習 した ことを例

に挙げなが ら,文 章構成の工夫 や言 葉の働 きや役割にっいて話 し合 う場面が見 られ た。既習事

項を活用す るためには,二 っの類似す る教材文で連続 した単元を構 成す ることが効果的で ある

こ とが分か った。

幽 説 明的文章の読みを通 して,言 葉の働 きに着 目 し活用す る

(1)教 材名 「長屋王木 簡の発見」

(2)研 究主題 と教材 との関連

本教材 は,筆 者 が平城 京内の屋敷跡の発掘 の折,一 枚 の木簡 を発見 した ときの感動か ら始 ま

る。 それを五段 落の結 論へ と結 び付 けて,筆 者 の感動が よ り強 く読 み手に伝わ るよ うに構成を

工 夫 してい る。 ここで は言葉の使 い方や文章 の展 開で工 夫 してい る点に気づかせ,筆 者の思 い

や感動が どのよ うに述べ られて い るかを学 習す ることがで きると考えた。

説明文の読 み取 りで は,接 続語 ・指 示語 ・修 飾語 な どとと もに,文 章の中で対比 され る言葉,

軽重関係 にあ る言葉,二 重の意 味を持 つ言葉な どの働 きに着 目す ることで,理 解が深 ま り,論

理的 に考え る力が育つ と考え る。 また,言 葉の働 きに着 目す ることのお もしろさ,大 切 さに気

づ くことで,考 え をま とあた り再 構成 した りす る場 において,学 んだ言葉の働 きを生 かせ るも

の と考え る。児童 は,楽 しん で取 り組む気持 ちを持続 し,満 足感 を実感す る学習 の過 程で 自己

評価 ・相互評価 を繰 り返 し行 うことで,正 しく読み取 る力,論 理的 に考 えを深 め る力,課 題 を

追究す る力,思 いや考 えを豊 か に表現で きる力 を伸 ば して い くもの と考 え る。

(3)指 導の概要(全7時 間 ・本時4/7※ 印)

時

1

9
自

主 な 学 習 活 動

・第一段 落か ら学 習課題 を作 る。

・学習計 画を立 て学 習方法 を知 る。

主題 に迫 るための具体 的な手だて

・要点 に迫 ろ うとす る課題作 りとな るよ うにす る。

・言葉 に着 目 して学 習す る意 識を もつよ うに促す。
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・第一段落か ら,筆 者 の感動 を細 ・学習 シー トを使 って読み進 める方法を確認 し,個

か く読 み 取 る。 人で読み進 め られ るよ うにす る。

3 ・第二段落か ら発掘や木簡 の意 味 ・適切 なめあて作 りのための個別指導をす る。

を読み取 る。 ・自分 の学習 シー トの書 き込み を是正 しなが ら読ん

4 ・第三段落か ら今 回の木簡 発見の
`

だ り書 いた りす るよ うに助言す る。

※ 重要性 を読み取 る。 ・表現 の工夫 や要点 にっいて の理解 を深 めるために

5 ・第四段落か ら今 回の発掘で分か 言葉の働 きに着 目 した言葉 の関係 図を作 らせ る。

った こ とを読 み取 る。 ・読みの力を支え る言葉 の働 きを明確 にす る。

6 ・第五段 落か ら筆者 の思いや考え ・完成 した学 習 シー トを基 に展 開の工夫 や筆者の も

を読み取 る。 のの考え方 をっかむよ うにす る。

・要 旨 を ま とめ る。 ・言 葉 の つ な が りか ら,構 成 の 工 夫 を と らえ る。

7 ・文章構成 の工 夫な ど文章全体の ・発掘の仕事 に対す る筆者 の考えを と らえて要 旨を

表現 の工 夫について まとめる。 まとめ,自 分の考えを書 いて,言 葉の働 きを生か

・発掘 の仕事 に対す る考えを書 く す 場 にす る。

(4)本 時の指導(4/7時)

① 目 標 ・筆者が表現を工夫 して いる点 を とらえ,木 簡発見の重要性を読み取 り,文 章

の 中での言葉 の持 つ意味や働 きに気づ くこ とがで きる。

・読み取 った内容 を 自分 な りの方法で書 き表す ことがで きる。

・自分の読み を評価 しなが ら,め あて を追究す ることがで きる。

②展 開 ア:言 葉 に対 す る関心 ・意欲 ・態度 イ:言 葉 に関す る知識 ・理解 ・技能

ウ:個 々の既 有の表現 や理解 の能力

学 習 活 動 言語活動 の基礎 ・基本 支 援 と 評 価

1.本 文 を 読 み 返 し,今 まで 例 今 回の木簡発見 の持 つ重要 ・前 時までの学習 について

の学習 を思 い出す(個 人) 性 は 何 か 。 また,そ れ が ど う 自己評価 す る場 を設け る

2.第 三 段 落 を読 み深 め る。 表 現 され て い るか 。 ・学 習 シー トで 見 通 しを 持

・音 読(黙 読)す る。 ア:要 点 を 読 み 取 ろ う とす る。 つo

・本文 を読 み,直 観 的に要点 ウ:自 分の直観的な読み取 りか ○ 要点 にかかわ る読みのめ

を とらえて,そ れにかかわ らめ あ て を 作 る。 あ て と な って い るか 。

る読 みのめあてを作 る。

・本文 を読 み,言 葉の働 きに イ:強 調表現や たとえ に気づ く ・診 断 的 調 査 を 生 か して ,

着 目 して重要 な言葉を選 ぶ イ:対 比 して取 り上げてい る言 重要 な意味を持っ言葉 に

・選ん だ言葉 を言葉の関係図 葉 や っ な が りを と らえ る。 気づ くよ う助言す る。

に表 す 。(個 人) ア:自 分 の 読 み を 評 価 す る。

3.言 葉の関係 図を基 に選 ん ウ:各 自が関係図を説明す る。 ・分か りやす い関係図 にな

だ重要語句が適切か話 し合 ア:適 否 を 話 し合 い,よ い 意 見 るように助言す る。

う。 ま た,表 現 や構 成 の工 は取 り入れ よ うとす る。 ○ 自分の考えを言葉の働 き

夫 につ いて も話 し合 う。 イ:言 葉の関係図を修正す る。 に着 目 して,論 理的 に説
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(グ ル ー プ) イ:表 現や構成の工夫 に気づ く 明 で きた か。

4.3ま で の学 習 を 基 に読 み ウ:め あて の ま とめ と して,要 ・自分の読 み取 りについて

取 った こ とを ま とめ る。 点 を正 し く と らえ る。 自己評価 す る場 を設け る

(個 人) イ:言 葉の働 きに着 目す る こと ・着 目すべ き言葉 の関係を

5.学 習 の ま とめ と 自分 の 考 が めあての解決 にっ なが る 明 確 に す る。

えを発表す る。(全 体) こ とを理 解 す る。

⑤ 考 察

① 児童の興味 ・関心 を引 く教材

歴史的 な内容 に関心 の高 ま る時期であ る。その意味か ら本教材 は,児 童 にと って学習意欲が

喚起 され る興味深 い ものであ ると言え る。児童 は,「 木簡」を 「ごみ」 と言 い 「宝石 」と も言

うた とえの表現の 落差をお も しろが った。

② 評価 の工夫

児童が,め あてに向 けて学習の方法 や内容 を自己評価 しなが ら読 みを深 めた り,言 葉の力を

高めた りす ることがで きるよ うな学習 シー トを作成 し,用 いた ことは有効 であ った。

本単元の事前 に言語活動 の基礎 ・基本 に関す る診断的な調 査を行い,.個 別指導の資料 と した。

また,学 習後 に再度調 査を行 ったので,本 単元で身 に付 けた力 を把握す ることがで きた。

③ 学習形態 の工夫

めあてを作 る ・重 要な言葉を選 びその働 きを考え る ・学習を振 り返 り自分 の考 えを深 ある場

面 では,個 別学習 を中心 に行 う。 その個別学習の 間に,グ ループでの話 し合 い活動 や全体 での

発表の場を設け るよ うに した。 これ によ り,個 別学習 を相互評価 した り,充 実 した りす ること

がで きた。 グル ープ学習で は,メ ンバー構成 について工夫が更 に必要で あ るが,今 まで気づか

なか った言葉の働 きに着 目す るな ど関係把握 の視 点に広 が りを持っ ことがで きた。

④ 学習過程 ・学習活動 の工夫

学習全体を通 じて学習 シー トを用い,一 人読 みが充実す ることを考えた。各 自がめあてを持

ち読み進 める上で,文 中の言葉の働 きに着 目 してめあての適 否を考え,必 要な らば修正を しな

が ら,言 葉の関係図 などを書 いて読 み進あ る。その後,再 考 した 自分のめあて にっ いて ま とめ,

考えを深 めるよ うに した。 児童 は,こ れ まで に共通のめあてで読み深め る学習経験 を して いる。

これ を生 か して,各 自が個 別のめあてで読み深あ ることによ り,主 体的 に学習 をす ることが で

きた。 また,そ れ を繰 り返す ことによ り,よ り適切 なめあてが立て られ るよ うにな った。 言葉

の働 きを生 か して直観 的 に とらえ る力が伸 びた と言 え る。児童 もこの ことを実 感 して学 習の意

欲 が高 ま ってい った。

⑤ 説 明的文章 にお ける言葉 の働 き

細か く分析す る ことで,読 み取 りを通 して身に付け させ る力を把握 す ることがで きた。児童

は,言 葉の働 きを考え る ことで,漠 然 とと らえていた ものを明確 に しようと した ために今 まで

に気がつか なか った言葉 の持 つ働 きの重要性 に気づいて感動す ることがで きた。 また,一 文字

と言え ど もお ろそか にはで きない と感 じること もで きた。
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2特 設単元 による学習指導

璽 言葉への関心 をもち,意 欲的 に活用する (敬 語の指導)

(1)単 元 名 「心 を言葉 に」

(2)研 究主題 と単元 との関連

現在 の児童 は,言 葉 を使わな くて も用件を済 ます ことがで きるよ うな状況 にあ る。 そのよ う

な児童 に とって敬語 は,あ らたま った言葉であ り,な じみの薄い ものである と言える。 日常生

活の 中で使 う場面が少 ないため,あ らためて敬語 を使 って話 を しよ うとす る と,堅 苦 しくぎこ

ちな くな って しま うことが多 い。

しか し,て いね いな言 い方で語 りかけ られ る と心が和んだ り,敬 語を使 って話 をす ると謙虚

な気持 ちにな った りす る。敬語の美 しさは相手 を敬 う気持 ちか ら生 まれ るところにあ る。

そ こで 「心を言葉 に」 とい を単元 を設定 し,敬 語の意味や使 い方 につ いて学習す ることによ

り,言 葉への関心を高 め,言 語生活 を豊 かに して欲 しいと考えた。 さ らに,日 常生活の中で も

敬語 を使 うことがで きるよ う,単 元 の後半 に生活実践の場を工夫す ることに した。

(3)指 導の鞭(全6時 間 ・本 時4/6※ 印)[=コ は自己 ・相互評価の場面

時

1

2

3

主 な 学 習 活 動

・商店街の人 たちと正 しい敬語

で話 がで きるようになろ うと

い うめあてを持つ。

・録音 テープか ら敬語表 現を見

っけ,普 段 の言葉 と比 べ る。

・敬語の使 い方 を練習す る。

・ほか の 敬 語 につ いて 調 べ る
。

・敬 語 を 分 類 整 理 す る こ とを通

して,丁 寧 語 ・尊 敬 語 ・謙 譲

語 や 使 い方 の 違 い に気 づ く。

・疑 問 点 につ いて 話 し合 い
,正

しい 使 い 方 を理 解 す る。

・分 類 整 理 した敬 語 を 「敬 語 ア

イテ ム集 」 に ま とめ る。

・敬 語 の 使 い方 の 練 習 を す る
。

・商 店 街 で の 会 話 を 想 定 して ワ

ー ク シー トに書 く
。

・敬 語 が 正 し く使 え て い るか
,

主題 に迫 るたあの具体的な手だて

・敬語を正 しく使 った話 し方に注意を向け る
。

・誰 と誰の会話 か

・どんな場 面か

・言葉遣 いはど うか

・本 時の学習 にっ いて感想 を書 くための視点 を示 す

・調べ方 や資料 について紹介す る。

・家 庭 学 習

・集 め た敬 語 を分 類 整 理 す る た めの 工 夫 をす る
。

・敬 語 の仕 組 み の 図式 化 ・カ ー ドの 色 分 け

・VTRの 活 用 ・板 書 用 カ ー ド

・敬 語 集 の ネ ー ミング を工 夫 し意 欲 を高 あ る
。

・2～6人 で 人 数 を変 えて 使 うこ とに よ り,想 定 を

工 夫 で き る よ うにす る。

・い ろ い ろ な状 況 の ヒ ン トを 与 え る
。

・品 切 れ ・不 良 品 ・お 金 の 不 足 ・ば ら売 り

・お ま け ・交 換 ・釣 銭 の 過 不 足

・全 員 が 活 動 す る た め に
,一 言 で も担 当す る よ うに

ア ドバ イ スす る。

工夫 した方が よい所は ないか1・ 自分 たちが作 った 「敬語 アイテム集 」を活用す る
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をグループで話 し合 う。 ことによ り満足感 や充実感 を味わえ るよ うにす る

・他 の発表 が分 か るよ うに板書 を工 夫す る。

4

※

・グループ ごとに想定 した会話

を発褒 し.敬 語の使 い方 につ

いて話 し合 う。

・間違 いを恐 れず 楽 しく発 表す るよ うに励 ます。

・場 面の状況や使 い方 にっいて も考え,正 誤 にと ら

われ過 ぎないよ う助 言す る。

5 ・ピピ通 り商店街 に出かけ,敬

語を使 って買物をす る。

・実際に相手や場 に応 じて敬 語を進んで活用で きる

ように励 ます。

6 ・これ か らの課題 な どについて

話 し合 い,ま とめ る。

・今後 の 自発 への課題を含 めた

感想 を書 く。

・厳密な正誤判断で はな く,心 を言葉 に表 して いる

ことを認 める。

・みん なの発言か ら適切 で優れ た点 を探 し,日 常生

活 に生かす ことがで きるよ う助言す る。

(4)本 時の指導(4/6時)

① 目 標 ・想定 した買物 の場 面に応 じて作 った"敬 語 を使 った会話"の 発 表 に意欲的に取

り組む ことが で きる。

・グル ープの発 表を聞 き,敬 語の適切 な使い方 や敬 語の大切 さ(心 を言葉 に)を

理解す る ことがで きる。

②展 開 ア:言 葉 に対 す る関心 ・意欲 ・態度 イ:言 葉に関す る知識 ・理解 ・技能

ウ:個 々の既 有の表現 や理解の能力

学習活動 言語活動 の基礎 ・基本 支 援 と 評 価

1.前 時 に作 っ ア:他 の発表 と比べて 自分の敬語 ・各 グル ープの優れてい る点を暗示 し

た買物の会話 使 用 を よ く しよ う とす る。 て,他 の発表 に対す る関心や 自分 た

例の発表会を ウ:こ れ までの発表経験を想定 し ちの発表 に対す る意欲を喚起す る。

す るとい う目 て,話 し方 ・聞 き方 ・発 表 の ・学習の 目的や必要性 にっいて再度確

的 を持 っ。 進め方 に生かす。 認 しなが ら,本 時の めあてが明確 に

な る よ うにす る。

買物 の場 面 を想 定 した会 話 の発 表会 を しよ う ○ 自分 たちの発 表を しっか りやろ うと

す る積極 的な行動が見 られたか。

2.作 成 した 会 ア:自 分 の担 当の敬語が適切 かど ・各 グ ル ー プ を 回 って そ の グル ー プ の

話 を グル ープ うか 確 認 しよ う とす る。 会話例の良い点をあげて発表意欲を

内で読 み合い イ:相 手や場面 に応 じた敬語 の使 引 き出す 。

自分 の役割を い方 を工夫す る。 ・各 グループの発表で 児童が気づかな

確 認 す る。 ア:他 の発表 を聞 いて いろいろな か った良 い点 を認 めて励 ま し,次 の

3.グ ル ー プ の 使用場面や使用例 を知 ろ うと 学習へ も意欲が続 くよ うにす る。
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発表を して気

づ いた ことを

話 し合 う。

す る。

イ:聞 く人 に 届 く声,明 瞭 な話 し

方 に注 意 して発 表 す る。

ヒ 同 じ動作 について い くつかの違 う敬
語 が使 われて い ることに気 づ くよ う

に,各 グループの発表を掲 示する。
　

ウ:学 級会 や他教科 の経験 を生か1・ 正誤で はな く,心 を言葉に表 す こと
}

して,望 ま しい話 し方 や聞 き

4.本 時 の 学 習 方 で 話 し合 うQ

につ いて 感 想`ア:本 時 を 振 り返 り,次 時 へ の意

を 書 く。 欲 を もつ。

の大切 さに気 づ くよ うにする。

・自 己評 価 を し,次 へ の 課題 が 持 て る

よ うに す る。

③評 価

・他の グル ープの発表 を参考 に した り,担 当部分 を見 直 した り して取 り組んだか。

・正誤 ばか りで な く,心 が伝 わ るか にっいて話 し合 ったか。

{5)考 察

授 業実践に当 た り,研 究主題 を実現す るために次の6点 を工夫 した。 その工夫 の成果 と課

題 にっいて以 下 に述べ る。

① 教材 の工 夫

○ 録音テープ………児童の言葉遣 いに対す る商店街の人の意見を聞かせ た ことは,児 童 の

関心や意欲 を引き出す ことにつなが った。

○ ビデオテー プ……どん な場面で はどん な敬語の使 い方が望 ま しいのか具体 的に理解 で き

た。 しか し,市 販の物 に頼 らず学級の実態 を考慮 して開発 してい く必

要があ る。

② 場 の工夫 学習 した ことを活用す るために,商 店街 とい う場 を学習 の中に設定 し

た ことは,児 童の 目的意識を明確 にす ることに役立 った。

③ 学習活動 の工 夫…ア イテ ム集作 りは,商 店街での体験活動 に生か され,学 習意欲の持続

に役立 った。

④ 学習過程 の工 夫… 働 機付 け」で は,学 習への関心や意欲が高 まった。,

「身に付け る」で は,敬 語の基礎 ・基本を身 に付 ける ことがで きた。

欝活 用す る」で は,商 店街での体験活動 によ り成就感が もて た。

⑤ 学習形態 の工夫 …個 ・グ1L一 プ ・全体 ごとに,ど の ような活動が有効か を考慮 したため,

目的の はっきり した活動がで きた。(例:個 で は書 く活動,グ ループ

では対話練習,全 体で は意見 交流)

⑥ 評価の工夫 ………児童 の考えや感想 を授業展 開に生かすために,感 想 を中心 と した自己

評価 ・相互評価 を取 り入れ た。課題 と しては,評 価の 目的や評価の対

象 によ って評価方法 を工夫す る こと,評 価 基準を明確 に して児童の評

価 を支 え ることなどにっいての研究が必要 であ る。
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IV研 究の成果 と課題

本研究で は,国 語科 の基礎 的 ・基本的な内容を"新 しい学 力観"の 視点か らとらえ直 し,そ

れ を 「言語活動の基礎 ・基本 」 と して学習指導に定位 す ることによ り,児 童の学習に対す る主

体性 とよ り確か な言語能 力の育成を 目指 して きた。読解 単元や特 設単 元 におけ る授業の検証を

通 して,次 の よ うな成果 と課 題を得 ることがで きた。

1成 果

(1)「 言語活動の基礎 ・基本 」の設定

児童一人一人が,基 礎 的 ・基本的な内容を確実 に身に付け,自 己実現 に生か して いけるよ う

にす るために,「 言語 活動の基礎 ・基本」を 「言葉 に対 す る関心 ・意欲 ・態度」 「言葉 に関す

る知識 ・理解 ・技能 」 「個 々の既有の表現や理解の能力」の3観 点か らと らえ,各 時間の学習

指 導 に位置付 けた。 この結果,児 童の 中に言葉 に対す る興味や関心が高 ま り,自 らの力で言葉

の意味や働 きを とらえ,そ れを学習や生活 に生か して いこう とす る態度 や能力が身 に付 きつつ

あ る。児童の変容か ら 「言語活動の基礎 ・基本 」を設定 した ことの有効性が とらえ られた。

(2}「 言語活動の基礎 ・基本 」の系統

児童が6年 間 にわ た って 「言語活動 の基礎 ・基本 」を系統 的に身に付 け ることがで きるよ う

にす るため に,今 年度 は,読 み の学 習におけ る系統表 を作成 した。作成 に当た っては,実 態調

査の結果を踏 まえ なが ら,学 習指導 要領に示された理解力 や文字,語 句,文,文 章に関す る言

語事項を,児 童の側 に立 って活 用の視点か らとらえ るよ うに した。 この ことによ り,身 に付け

るべ き指導事項が よ り多面的,行 動的 にと らえ られ,読 みの学 習におけ る児童の主体的な活動

を発達段階 に即 して具体 的に示す ことがで きた。

(3)児 童 の主体 的な言語活動の展開

各分 科会においては,児 童の意欲 を高 める学習指導,個 の よさを生かす学習指導を根底 に据

え,「 言語活動 の基礎 ・基本」の定着 と活用を図 る学習指導の在 り方 につ いて追究 して きた。

この結 果,学 習過程 や学習形態の工夫 をは じめ,様 々な学習活動を工夫 ・開発す るこ とがで き

た。例 えば,読 みの中で言葉の意味や働 きを と らえ る活動 と して,"言 葉の関係図"やN言 語

事項 のガイ ドブ ックnを っ くること,ま た"言 葉の命名""コ マ漫画づ くり"な どが挙 げ られ

る。 言葉を楽 しんで使 う活動 と して は,"言 葉の貯金"u言 葉の 引き出 し"u言 葉(既 習)を

使 った クイズ大会"な どが挙 げ られ,こ れ らはいずれ も児童の言語活動を よ り一層主体 的な も

のにす ることがで きた。

2課 題

(1}「 言語活動の基礎 ・基本 、を3観 点 か らとらえたが,今 後 は,思 考力 や評 価力 も含め,更

に幅広い側面か ら検討す る とともに,表 現 の学 習における系統 にっいて も明 らかに してい く

必要があ る。

(2)児 童が,主 体的 な活動 を通 して獲得 した言葉の知 識や技能 等を生か して 日常の生活の 中か

ら問題を見っけた り,既 有 の知識や技能等を 日常の様 々な問題場 面で活 用 した りす る学習の

実践が不十分であ った。学校週5日 制の意義 も踏 まえ,児 童が基礎的 ・基本的 な内容を学習

した ことの よさを 自覚 し,進 んで活用で きるよ うにす るたあの指導の工夫が必要で ある。
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